
 

 

 

 

 

 

 

 

■ 対象経費、申請に必要な書類及び補助率 

（１） 応急対策 ※対策の規模により事業費（補助金）の上限があります、算定基準をご確認ください 

（２） 恒久対策 ※対策の規模により事業費（補助金）の上限があります、算定基準をご確認ください 

対象経費 申請に必要な書類 補助率 

井戸の掘削（50mを限度） 
・見積書（可能な限り３者程度） 

・契約書  ・図面 

・写真（工事中、完成） 

・請求書  

１/２ 

灌水施設等の設置工事 

対象者 農業者、農業法人、農業者団体等 

対象期間 令和７年６月１日から９月３０日まで 

交付申請の期限 令和７年１０月１７日（金） 

申請に必要な書類 ① 補助金交付申請書（市 HP又は農林夢づくり課窓口から入手） 

② その他必要な書類（事業ごとの申請に必要な書類を参照） 

③ 通帳の写し（表面及び見開きのページ） 

④ 印鑑（シャチハタ以外） 

※事業の実施を確認できる資料（作業日誌、購入等したものを使用している写

真等）を後日提出いただく場合があります、保管をお願いします。 

申請先 上山市農林夢づくり課（市役所４階） 

対象経費 申請に必要な書類 補助率 例 

ポンプ購入費 ・見積書 

・購入した日付がわかる領収書（レシート） 

・購入した資機材の写真 

２／３ 

排水路に可搬ポン

プを設置して水路

や圃場に用水を供

給する際の、購入・

借上したポンプ（補

助率 2/3）やポンプ

を動かすための燃

料費（補助率 1/2）  

など 

ホース、バンド等の購入費 

農業用貯水タンクの購入費 

ポンプ、発電機の借上料 

・借り入れの事実を証明する資料 

（見積書、契約書、請求書、領収書） 

・運転日誌 

水路の整備費 

・見積書（可能な限り３者程度） 

・図面 

・契約書 

・写真（工事中、完成） 

・請求書 

渇水対策に要した燃料費 

・請求書 

・領収書 

・対策の事実を証明する資料（写真、運転日誌） 

１／２ 
ポンプの燃料費（補

助率 1/2）  など 

 令和７年６月から高温少雨が続き、農業用水等に影響がでていることか

ら、機材の借り上げ、資材の購入、燃料の購入、水路等掘削又は揚水機設置

等に要する経費を支援します。 R7.9.5現在 



■ 補助金の算定基準 

（１） 応急対策 

 

（２） 恒久対策  

 

■ 対象経費、申請に必要な書類及び補助率 

■ 補助金の算定基準 

 

 

項 目 質 問 等 回 答 

手続関係 

事業実施にあたり、複数

業者からの見積等は必要

か。 

購入額等が１０万円以上となる場合は複数者（３者程度）

の見積が必要です。８月３日以前に発注又は納品したもの

については、見積がなくとも申請可能です 

農業用水確

保対策 

６月に渇水対策のために

購入した可搬ポンプがあ

るが、領収書しか手元に

ないが申請は可能か。 

申請は可能です。８月３日以前に発注や購入済みのもので

あれば、領収書（レシート）と購入した資機材の写真、運

転日誌（作業日誌）を準備して申請してください。 

園芸作物等

高温対策 

遮光資材として使う防風

ネットは対象か。 
カタログ等に遮光率の記載があれば対象とします。 

事業の詳細、不明な点はお問合せください 

 

項目 １箇所当たり限度額 
大規模対策 ３，９４０千円 
中規模対策 １，７６０千円 
小規模対策   ６６０千円 

当該事業に要する経費×補助率に相当する額と、次の

表の 1箇所当たりの限度額×補助率に相当する額のい

ずれか低い額とする。 

１ｍ当たり限度額 
井戸灌水設備 １２０千円/ｍ※この限度額は税

込みの金額である。（５０メートルを限度とする） 

当該事業に要する経費×補助率に相当する額と、次の表

の 1ｍ当たり限度額に延長を乗じて得た額×補助率に相

当する額のいずれか低い額とする。 

対象経費 申請に必要な書類 補助率 例 

機器・資材の購入に要

する経費 

・見積書、納品書、請求書 

・購入した日付がわかる領収書（レシート） 

・購入した資機材の写真 

１／２ 

遮光資材、換気扇

または循環扇、ミス

ト噴霧装置  など 

項目 １０ａ当たりの基準額（税込金額） 
遮光資材   ２３８，５００円／１０ａ 

換気扇または循環扇   １６６，５００円／１０ａ 
ミスト噴霧装置   ７４１，０００円／１０ａ 

散水・灌水システム １，５１８，０００円／１０ａ 

高温による収量及び品質の低下防止のた

めの機器・資材等に要する経費×補助率に

相当する額と次の表の 10a当たりの基準単

価に対象面積を乗じて得た額のいずれか低

い額とする。 


